
広帯域 X線ガンマ線撮像による 

生体マウス薬物動態（At-211）イメージングの実証 

Demonstration of pharmacokinetic imaging (At-211) of mouse using wide-band X ray and gamma ray 
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核医学治療とは、放射性核種を標識した薬剤を病巣に選択的に取り込ませ、腫瘍に直接放射線を照射させる治

療法である。核医学治療にはβ線放出核種による治療とα線放出核種による治療がある。そのうち、近年注目さ

れているのがα線内用療法である。α線は飛程が短く、線エネルギー付与が大きいため、副作用が少なく、効果

が高いことが期待されている。中でも、治療に適した半減期を持ち、国内製造可能である At-211 は、有望なα線

核種として注目されており、国内で盛んに研究されている。実際の治療においては、リアルタイムでのモニタリ

ングにより、薬剤が正しい位置に集積しているかの動態確認や正常組織の被爆の推定を行えるため、正確なイメ

ージング技術が求められる。 

そこで本研究では、広帯域（数十 keV～MeV）の X線ガンマ線を同時にイメージング可能なハイブリッド・コンプ

トンカメラ（HCC）を 4 台用いて、At-211 NaAt を投与したマウスのイメージングを行った。投与した後、10 分後

から撮像を開始し、110 分後まで測定を行った。生体マウス体内の３次元薬剤分布が得られ、79keVのＸ線で胃と

甲状腺への集積の時間変化を追うことができた(Fig.1, Fig.2)。また、HCCの筐体をアクティブシールドにしてイ

ベント選別の確度向上を図ったカメラや、大面積コンプトンカメラを用いて、At-211から放出される 570keVのガ

ンマ線のイメージング結果についても報告する。 

Fig.1 2D in vivo imaging of mouse Fig.2 Slice of 3D in vivo imaging of mouse. (upper) 10 minutes after 

injection. (lower) 106 minutes after injection. 
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